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令和６年度 第５回恵那市社会教育委員会 

令和６年度 第５回地域学校協働活動推進員協議会 

会議録 

 

 開催日時：令和７年 1 月 22 日（水） 

 午後１時 30 分～３時 30 分 

 開催場所：恵那市役所西庁舎３階 災害対策室Ａ・Ｂ

  

 

会議次第 

１．開会あいさつ 

２．社会教育委員長あいさつ 

３．恵那南中学校区に係る地域教育拠点施設の整備について説明（教育総務課） 

４．自己紹介（社会教育委員・地域学校協働活動推進員） 

５．議題 

（１）令和６年度第４回社会教育委員会会議録の承認について 

（２）グループ協議「地域に応じた地域学校協働活動の現状について」 

６．その他 

７．閉会 

 

次回日程 

【社会教育委員会】 

日時：令和７年３月27 日（木）午後３時～ 

場所：恵那市役所会議棟 大会議室 

内容：今年度の調査研究のまとめ 

 

【地域学校協働活動推進員協議会】 

日時：令和７年３月19 日（水）午前10 時～ 

場所：恵那市役所西庁舎４階 ４Ａ会議室 

内容：本年度のまとめ、来年度に向けて 

 

 

・出席者の数：社会教育委員 14 人中 13 人、事務局４人（以下のとおり） 

社会教育委員 

 役職 氏名 選出団体等 出欠 

１ 委員長 林 達夫 三学のまち推進委員会委員 出席 

２ 副委員長 山田 恵市 文化振興会 出席 

３ 委員 高草 環 図書館サポーターえな 出席 
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４ 委員 山内 正一 学識経験者 出席 

５ 委員 相原 正文 恵那市青少年育成市民会議 出席 

６ 委員 森川 伸江 保育士・幼稚園教諭経験者 出席 

７ 委員 柘植 俊夫 民生委員児童委員協議会 出席 

８ 委員 小林 英文 壮健クラブ連合会 欠席 

９ 委員 後藤 光男 ＮＰＯまちづくり団体 出席 

10 委員 田口 容子 放課後子ども教室コーディネーター 出席 

11 委員 各務 周和子 保育士・幼稚園教諭経験者 出席 

12 委員 山口 清季 恵那ライオンズクラブ 出席 

13 委員 阪上 美代子 恵那市スポーツ推進委員連絡協議会 出席 

14 委員 藤井 志保 校長会代表（中野方小学校長） 出席 

地域学校協働活動推進員 

1 推進員 柘植 賢二 飯地小、恵那北中 出席 

2 推進員 山田 弘子 中野方小、恵那北中 出席 

3 推進員 佐伯 直美 恵那北小、恵那北中 出席 

4 推進員 齋藤 輝雄 武並小、恵那西中 出席 

5 推進員 安田 和枝 長島小、恵那西中 出席 

6 推進員 小林 敏博 三郷小、恵那西中 出席 

7 推進員 足立 孝晴  大井小、恵那東中 出席 

8 推進員 永冶 彰康 大井第二小、恵那東中 出席 

9 推進員 篠原登志郎 東野小、恵那東中 出席 

10 推進員 宮地 喜義 岩邑小、岩邑中 出席 

11 推進員 後藤 光男 山岡小・中 出席 

12 推進員 塩田  肇 明智小・中 出席 

13 推進員 三宅 正子 串原小・中 出席 

14 推進員 中垣 光弘 上矢作小・中 出席 

 事務局    

１ 教育長 岡田 庄二 恵那市教育委員会 欠席 

２ 課長 柄澤 史枝 社会教育課 出席 

３ 主幹 遠山 直美 社会教育課 出席 

４ 課長補佐兼係長 伊東 将昭   〃   三学運動推進係 出席 

５ 主査 今井 ちえこ   〃   三学運動推進係 欠席 

６ 社会教育指導員 丸山 眞理子   〃   三学運動推進係 欠席 

７ 社会教育指導員 太田 礼子   〃   三学運動推進係 出席 

 

 

開会 

（事務局）皆さま、こんにちは。本日はお忙しい中、お集まりいただき誠にありがとう
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ございます。今回は、恵那市社会教育委員会と地域学校協働活動推進員協議会の合同会

議ということで開催させていただきます。議題で、グループ協議を予定していますので、

初めから４グループに分かれた配置にしていますのでご了承ください。 

 それでは、開会のあいさつを柄澤社会教育課長が申し上げます。 

 

１．開会あいさつ 

（課長）柄澤社会教育課長があいさつ。 

 

２．社会教育委員長あいさつ 

（事務局）林委員長よりごあいさついただきます。 

（委員長）社会教育委員会では昨年度に地域学校協働活動の手引きとなるよう、答申を

出しました。地域のやりやすいやり方で、地域が発展していくよう工夫していただくこ

とを期待しています。答申は大枠を示したものであり、出して終わりというものでもあ

りません。今回、地域学校協働活動の現状を見届けるとともに、今後も更新をしていく

ことになります。改善策などあればたくさん出してください。 

（事務局）ありがとうございました。次に、恵那南中学校区に係る地域教育拠点施設の

整備について説明ということで、教育総務課長が出席しておりますので、説明いたしま

す。 

 

３．恵那南中学校区に係る地域教育拠点施設の整備について説明（教育総務課） 

（教育総務課長）資料により説明。 

（事務局）次に、今回は合同会議になりますので、知った方も多いかとは思いますが、

自己紹介をＡグループから順番にお願いします。 

 

４．自己紹介（社会教育委員・地域学校協働活動推進員） 

 一人ずつ自己紹介 

（事務局）ありがとうございました。本日は合同会議ですが、議事進行は社会教育委員

会の会議形式に沿って進めさせていただきます。では、議題に入ります。進行は委員長

にお任せします。 

 

５．議題 

（１）令和６年度第４回社会教育委員会会議録の承認について 

 会議終了後、意見のある方は事務局へお願いします。 

 

（２）グループ協議「地域に応じた地域学校協働活動の現状について」 

４グループに分かれて交流、交流後、全体交流として各グループの協議内容を発

表。 

（グループ発表） 

Ａグループ：北部の学校で、どこも小規模な学校です。中野方小が児童数70人、恵那
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北小が約60人、飯地が20人と少ないです。北中も少ないです。少人数の学校は勉強も

しやすくいいかと思われますが、大人数になった時どうかと話しました。０人の学年

もあります。運動のクラブ活動で他の学校と交流できている子もいます。子どもとの

コミュニケーションがある程度ないといけません。地域の壮健クラブの協力を得て学

校整備をしたり、野菜栽培をしたり、協力をいただいているようです。 

いろいろな行事を行っていますが、児童にアンケートを取ったところ、「楽しかっ

た」が80％を超えたそうです。逆に、地域の人との活動が先生たちの負担になってい

ないか確認したところ、「ありがたい」とのことでした。 

地域と先生のコミュニケーションも取れているようです。子どもの人数がこれほど

減ると想定していなかったこともあり、移住定住で引っ張ってこようとしています

が、定着しません。移住してきた家族で年度末に岩村へ引っ越す方もあると聞きまし

た。子どもも情報を知っていて驚いたところです。 

小規模であることで問題もあり苦労はありますが、地域の方は非常に協力的です。 

 

Ｂグループ：推進員という肩書をもらっているけれど、地域に認知されていないの

で、地域を動かすことは難しいと話が出ました。でもその中でいろんな思いをもって

います。あいさつを子どもの方からできるようにしたいし、先生たちにも私たちの活

動を知ってもらいたいということで、普段やっている剪定や草刈りを授業中にやっ

て、作業を見せていくという工夫をしている所もありました。 

苦労している点は、学校は私たちに何をしてほしいか言ってほしいということで

す。恵那農高の生徒と第二小が一緒に野菜を作っていて、いい野菜ができても、いつ

になっても収穫されず、これでいいのかと思いましたが、学校に言えずにいました。  

学校への支援は昔からあったので、推進員として今更何をしたらいいのか探ってい

ました。最初の１年半は東中とマップを作りました。その後、大井小に関わると、総

合学習で「伝統芸能」を受けると子どもたちが変わるということを聞きました。学校

の先生方も講師も言っています。そこで、今年1年間見させてもらいました。なるほ

ど、子どもたちの人との付き合い方が変わっていき、ほほえましい関わりができてい

きます。太鼓や琴の技術だけでなく、講師たちが「これは大切なことだ」という想い

を伝えています。仁義礼智信をそれぞれの講師が伝えていると思いました。その中で

変わっていくのだと分かりました。子どもたちに付けていく力として、学力、認識

力、非認識力があります。認識力は学校で、非認識力は地域で付けていくものだと思

います。学校は地域に「認識力を付けたいいが地域の力をかしてほしい」、地域は学

校に「非認識力を付けたいが学校の力をかしてほしい」とお願いするのですが、去年

もやっているから今年もやるとかでなく、これからは、大井小学校は地域と学校共通

のスローガンを掲げ、子どもたちの認識力を学校の授業で、非認識力を地域の体験学

習でつけていく地域学校協働活動でありたいと思っています。大垣の小学校へ行った

ときに、「東の子、地域で育てる会」という標語を見ました。できるなら「大井の

子、地域で育てる会」ができたらと思い過ごしています。 
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Ｃグループ：各学校、地域の既存団体がそれぞれ動いていて、さらに地域学校協働活

動推進員として独自の動きや全体の動きがあります。例えばラジオ体操を地域でやっ

たり、環境整備をしたりしています。元々、地域学校協働活動推進員の役割として

は、「地域を担う子どもをつくる」ということが課題でないかと話が出ました。「地

域を担う子どもをつくる」というのは、地域と学校が接点を持つことで相乗効果が生

まれてくると話していました。ところが、地域は学校に出ていくのですが、なかなか

学校の顔が見えない部分がある。学校の先生ともっと話せたら、もっと活動できたら

いいな、そうしたらもっと地域の人たちと学校を繋いでいけるんではないかと思いま

す。日常的に無理のないことを続けることが大事だということで、地域の人と子ども

とが顔見知りになることが大切です。既存団体が十分に動いているので、「地域を担

う子どもをつくる」ことへの動きをしていけたらいい、それが課題だと話しました。 

 

Ｄグル―プ：推進員と民生委員が一緒に小中学校やこども園を訪問して現状を確認

し、できることがないかと動いている地域があるそうです。大前提として、５つの町

が独自の文化があり、地域の方々と学校が連携できていますので、そこに推進員が割

って入るようなことは絶対にしてはいけないので、今繋がっている方々はそのままや

ってもらって、今後、障害が発生することがあれば、推進員が入って調整させていた

だくといいのではないかと話が出ました。とは言うものの、高齢化・少子化というこ

とで、地域を見た時に、ご年配の方がやってきたことを引き継いでやれる人がいるか

というと、なかなかいきません。一方、一生懸命教えていただいた生徒たちが地域に

還元できるように、発表やボランティアをお願いしても、塾や部活、友達との約束な

どでなかなか参加できません。そのようなミスマッチな現状もあります。学校に関わ

っている人が少ないので、これからどうしようかという中で、地域を見てみると、30

～40代の子育てしている皆さんは地域に誇りを持っていて、何とかしたいと思ってい

ると感じています。我々が、そんな親さんたちのスイッチを入れていかなければなら

ないかと思います。組織をつくるとか、女子会のようなものを作っていきながら、そ

の世代の意見が言える場所ができてきたら、中学校が統合していく中で、ある意味い

い面が出てくるのではないかという話も出ました。中学生がひとつになっていく中

で、５つの町が連携していく時代に入っていくのではないか。また、「地域の文化は

地域が守る」という話も出ました。 

 

（事務局）ＡからＤグループでそれぞれ答申を受けてとは言うものの、既存の団体が

あり、これまでも学校と地域とが繋がっているという土台があります。それを受けど

うやって繋がっていったらいいのだろうかと推進員さんが考えながら活動してくださ

っているということを社会教育委員さんと推進員さんとで共有できたと思います。こ

の活動はずっと続いていきます。地域の現状に応じて変化しながら進んでいくと思い

ます。今後とも推進員さんのご活躍と地域の皆さんの協力で地域学校協働活動が続い

ていきますので、社会教育委員の皆様も地域の活動にご参加いただき、支えていただ

けますようお願いいたします。 
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（事務局）各グループ、熱心な協議ありがとうございました。 

 

６．その他 

（事務局）配布資料の説明（総合計画、人権講演会、佐藤一斎學びの広場） 

 

７．閉会 

（副委員長）今日は合同会議ということで、現場の最前線でご活躍の皆様から、成果

や悩みなどの声をいただき、いい機会となりました。ありがとうございます。 

当初、４年半前の８月に地域学校協働活動は、地域協議会の集まりか何かで話があ

ったはずです。ちょうど今頃にあたる１月頃、事務所長から地域協議会長へ「推進員

を決めてほしい」と依頼があり、「決まったところから、できることをできる内容で

進めていきましょう」という発想で、２期４年が過ぎたわけです。当初は推進員がい

ないところもありましたし、昔からやっていることをやるのに、新たな組織をつくら

なければいけないのかという話も出ましたが、地域自治区組織内に入れたり、新たに

立ち上げたり、地域の実情に合った組織で始まったと記憶しております。その時に、

戸惑われた地域が多かったと受け止めております。やれることをやれるようにという

ことで、制度設計が安定しない中はじまりましたが、それを今日お聞きする中で、こ

こまで作り上げてくださった推進員さんには感謝申し上げる次第です。自然体で今ま

でやっていたものを継続する、活動をひとつ増やしていく、数は同じだけれど質の高

いものに変換してやっていくなど様々な工夫を伺いました。 

学校の子どもたちは、学校の教育方針や校長のリーダーシップによって進んでいき

ます。やはり子どもたちが今、地域学校協働活動で進んでいるかは、ある程度見ない

と、子どもが方針に沿って順調に健やかに体験して学んでいるかが分かりません。学

校はこの活動が子どもたちにいい影響を与えているか確認していかないと、３期目、

４期目に向け、双方の向かう先が違ってくることもあると心配もあります。私たち

も、皆さんの声を聞きながら見ていきたいです。今日は貴重な会を開いていただきま

してありがとうございます。これで閉会します。ありがとうございました。 

 

 

次回日程 

【社会教育委員会】 

日時：令和７年３月27 日（木）午後３時～ 

場所：恵那市役所会議棟 大会議室 

内容：今年度の調査研究のまとめ 

【地域学校協働活動推進員協議会】 

日時：令和７年３月19 日（水）午前10 時～

場所：恵那市役所西庁舎４階 ４Ａ会議室 

内容：本年度のまとめ、来年度に向けて 

 


